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Ⅵ．畜産関係 

  畜産にかかわる機械は特殊なものが多く、この項でまとめた。また、昨年度は「生き物」

の項でまとめた牛の事故についても、畜産関係として合わせて掲載した。 

 

 

１７．畜産関係機械・施設 

 畜産関係の機械では、トラクターに装着するものも多く、必ずしも分類が明確ではない。

今後、畜産関係の安全教本を作成するとするなら、畜産関係機械に接続したトラクター関

係も合わせて掲載することになるであろう。とりあえずここでは畜産独自と思える機械を

まとめこの項に掲げた。 

 この畜産にかかわる事故事例として 

  ①ミキサーフィーダ   ２例 

  ②バンクリーナー    ２例 

  ③レーキ・モア     ３例 

  ④マニュアスプレッダー ２例 

  ⑤ロールグラブ     １例 

  ⑥畜舎・施設周り    １例  

が報告された。 

 

 

（１）ミキサーフィーダ 

 

①ミキサフィーダの撹拌リールを修理するため、機械に上ったところ足を滑らせた 

               （平成23年 4月 午後2時頃、作業場、男性・43歳） 

 水平軸型ミキサフィーダ内部の撹

拌リールのボルトの一部が緩んでい

ることを、飼料混合作業中に発見し

たため、トラクターのエンジンを止

め、ミキサフィーダの上部に登り、

撹拌オーガを伝って作業しようとし

たところ、足を滑らせて転倒し、撹

拌オーガについている切断刃で左足

を負傷した。 

 傷口がめくれ上がったようになっ

ていたため、左足を縛って止血処置

をして、妻に車で病院に連れて行っ

てもらった。左脛部切創、7～8針縫

合、通院１カ月。 
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＊事故原因  

 当該ミキサフィーダには、使用者に内部の撹拌リールのボルト緩みを安全に修理させる

ための処置が何ら施されていなかった。ボルトの緩みぐらいでサービスマンを呼ぶまでも

なく、使用者が危険な場所で修理作業を行うであろうことは、当然予測すべきである。ボ

ルトの緩みなどが生じない構造とするか、または安全に修理作業を行えるような構造に設

計すべきである。 

 事故後も時折、ボルトの緩み等が生じるので、機械に上って作業せざるを得ないが、滑

りやすい部分には足を乗せないように気をつけている。 

 

 

 

 

②垂直軸式のミキサフィーダの中に入って切断刃を取り付け直していたところ、足元 

 付近にあった別の切断刃で左脛を切った 

                （平成24年 7月 12時頃、牛舎横、男性・37歳） 

 垂直軸式のミキサフィーダで飼料調製作業中に異音がしたので、作業後、エンジンを止

めて混合飼料排出口から内部に入り、取り付けが緩んだ切断刃を締め直していたところ、

足元近くにあった別の切断刃に気がつかず、左脛を長さ 8cm、深さ 3～4cm にわたって切っ

てしまった。 

 日曜日だったので、妻が病院に対応可能かを確認し、妻の運転で病院へ向かい、縫合施

術を受けた。左脛切創、１週間通院。 

 

 ＊事故原因  

 垂直軸式ミキサーフィーダは、混合部の

形状がすり鉢状になっており、外板内壁に

付いている切断刃と、中央部で回転する切

断刃の間隔が下部ほど狭くなっている。短

靴で作業していたため、傷が深くなってし

まった。長靴を履いていれば、傷が浅かっ

たかも知れなかった。 
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 切断刃の取り付けが不十分であり、作業中に緩んだことが直接的な要因だが、年に１回、

取り付けられている切断刃の半分を交換する作業を自分で行っており、その時にも負傷す

る危険性はあり、事故後は販売店に刃の交換を依頼することにしている。 

 機械構造的には、刃の交換等の場合、回転刃、固定刃を気にせず交換できる足場を確保

できる補助具などを設置すべきではないかと考えられる。 

 

 

 

（２）バーンクリーナー 

 

③バーンクリーナ修理のためミッションケースに上ったところ、風に煽られ転落 

                （平成20年 12月 9時頃、堆肥舎、男性・40歳） 

 バーンクリーナが動かなくなったため、堆肥舎にあるミッションケースを点検しによじ

登って作業していたら、強風に煽られて堆肥舎に転落した。堆肥と雪の上に落下したため、

落下の衝撃による負傷は避けら

れたが、転落する寸前にとっさ

にスクレーパを掴んだため、手

に切創を負った。すぐに車で病

院に行き、縫合施術を受けた。

左掌切創、１週間通院。 

 

 

この中で飼料を混ぜる。左の写真では刃は見えないが、実際は、右の図の様な刃が壁面にも
ついている。構造的に足場を確保できる構造、あるいは補助具をメーカーは準備できないか。
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＊事故原因  

 当該バーンクリーナは、過負

荷がかかると駆動部の破損を避

けるためにミッションケース内

にあるシェアピン（電気回路で

いえばヒューズに該当）が切れ

るようになっている。しかし、

高所に位置するミッションケー

スを点検するための足場等の処

置が一切とられておらず、使用

者は滑りやすいステンレス製の筐体を伝って上ってゆくしかなく、大変危険である。構造

的に、バーンクリーナーに昇降用の階段を敷設しておくべきではないか。 

 

 

④バーンクリーナ停止のため、ミッションケース点検中、ベルトに指が巻き込まれ、 

 親指切断        （平成21年 1月 5時頃、バンクリーナー、男性・55歳） 

 バーンクリーナが凍結して止まったため、ミッションケースまで上ってカバーを開けて

点検したところ、モータもＶベルトも止まっていた。通常はバーンクリーナのチェーンを

駆動する側のプーリに付いているシェアピンが切れてモータ側のプーリは空回りしている

はずなのでおかしいと思った瞬間、突然Ｖベルトが動き出して軍手をしていた左手がＶベ

ルトとモータ側プーリに巻き込ま

れた。 

 自分で運転して病院に行き、応

急処置を施してもらった後、車で

１時間半離れた別の町の整形外科

へ向かい、手術を受けた。数日後、

患部が化膿してきたため、２回目

の手術を受けた。左手親指切断、

入院 20 日、通院３カ月。現在、患

部の外見はきれいに接合されてい

るが、神経が切断されたままであ

るため、親指の感覚がなく、日常

生活で若干不自由を感じるときが

ある。 

 

＊事故原因  

 点検するときに、スイッチを切っていなかったが、スイッチは牛舎側にあり、ミッショ

ンケースとは離れた場所であるため、一人作業では、電源を入り切りして動作を確認する

ことができない。そのため、スイッチを入れたまま外れたチェーンをかけたときに巻き込

まれそうになり、ヒヤッとしたことがあるとのこと。 



- 169 - 

 ミッションケースで作業を行う必要

性があるにもかかわらず、緊急停止ボ

タンがない。また、足元は滑りやすく、

身体を支える柵等もなく、構造上の問

題が考えられた。 

 ミッションケースの点検作業は、予

めスイッチを切ることとし、息子との

組み作業でスイッチの入り切りを行う

ようにした。 

 

 

 

 

 

（３）レーキ・モア 

 

⑤トラクターでレーキをけん引して採草地に進入したところ、溝にレーキのタイヤが 

取られて左右に振れ、トラクターごと横転 

                （平成24年 8月 10時頃、牧草地、男性・57歳） 

 集草作業を行うため、ジャイロ式

レーキ（２軸）をトラクター（四輪

駆動、75PS）でけん引して、砂利道

から採草地へ斜めに進入したとこ

ろ、レーキのタイヤが溝を通るとき

にレーキが左右に大きく振れて転倒

し、つられてトラクターが左側へ横

転した。運転者はすぐにエンジンを

切り、後窓を開けて機外に脱出した。 

 モアで刈り取り作業していた仲間

のオペレータが携帯電話で事務所に

連絡を取り、車で病院へ向かった。

首に若干の痛みがあったため、レントゲン撮影したが特に異常なしとの診断を受けた。 

 

＊事故原因 

 最近、道路に砂利を追加して均したため、溝との高低差が大きくなっていた。 

 移動時はレーキの回転部を上方に折りたたむため、全高が高くなり、重心位置も高くな

るため、作業時に比べて転倒しやすい状態であった。採草地には速度を落として（恐らく

5～6km/h 程度）進入していたが、溝に対して斜めに進入したため、レーキのタイヤが左右

交互に溝に落ちて左右に振れた。溝の高低差も以前よりも大きくなっていたためにレーキ
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の振れ幅が大きくなり、横転につ

ながったものと考えられる。 

 運転者はシートベルトをしてい

なかったが、キャビン付きトラク

ターであったため、ほとんど無傷

であったのは不幸中の幸いであっ

た。また、低速時での横転であっ

たため、トラクタは左側のドアと

窓のガラスが割れ、サイドミラー

が破損しただけで済み、自走可能

な状態であった。 

 

 

 

 

⑥トラクターにレーキを装着して傾斜のある採草地の端部を走行中、後ろの作業機 

 の状態に気を取られて、崖から転落し、栗の木に引っかり停止した。外傷なし 

                （平成24年 8月 10時頃、牧草地、男性・80歳） 

 自宅から 700～800m 離れた傾斜のあ

る採草地（牛舎に隣接）にて、レーキ

で集草し、営農組合のベーラーで集草

ラッピングしてもらう予定で、畜舎隣

に置いていたキャビン付き 50PS のト

ラクターに装着されていたローダのバ

ケットを取り外し、後部にレーキを装

着して、採草地に出た。 

 午前 10時頃、採草地の傾斜の終わる

ぎりぎりの谷側をトラクターで走行し

ながら、20m 程度作業機の様子を見て

いた。本来であれば、左にハンドルを切り、少し山側に向かうべきところを、後ろの作業

機の状態に気を取られて、直進してしまい、採草地の端部の崖からトラクターもろとも転

落し、栗の木にトラクターが引っかかって停止した。トラクターは右方に 90度横転した状

態となった。キャビン付きだったので、外傷はなかった。 

 脱出しようと左側（山側）のドアを開けようとしたが開かなかった（原因不明）。左後

ろのコーナーガラスの扉を手で開けて、上方に脱出した。右のドアはガラスが割れて後日

フレームと一緒に交換した。携帯電話は持っていたが、転倒時にキャビンの下方へ落ちて

しまい、拾うのが困難であった。歩いて牛舎に戻り、自宅へ電話して、奥さんと連絡を取

った。トラクターは、分家の人にバックホーを持ってきてもらい、ワイヤをかけて引き上

げた。 
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＊事故原因 

 後ろのレーキに気をとられ、ハン

ドル操作を誤った。 

 平成 19年に息子を病気で亡くし、

その後自分がトラクターを運転し、

作業するようになった。76歳頃に大

特（14万円）と牽引（20 万円）の免

許を取った。眼がよく見えず、何度

か視力の検査をされた。息子の嫁は

牛舎での搾乳担当。当日は牛舎には

いなかった。 

 この事故の他、平成 21 年にもトラ

クターで転倒しているが、2 回ともキャビンが付いているおかげで、車体の外に身体を投

げ出されずにすみ、一命をとりとめたと考えられる。 

 今後の対策として、レーキ等の作業機の調整は、草地の上の方で行うことにすることと、

トラクターが落下した崖のところには、ポールを立てるか、植林したい。 

 いずれにしても、トラクター作業を替わる者がおらず、高齢でありながら繰り返し身を

危険に晒しながら農作業の中心として働かなければならない現実の中での事故と考えられ

る。 

 

 

 

⑦小型トラクタに単連モアを付けて草刈り中右後輪が滑り、作業機もろとも転落、 

 身体が投げ出され、右脚骨折 （平成24年 9月 8時10分頃、牧草地、男性・70歳） 

 傾斜牧草地で 3番草の刈取り作業を、小型トラクタに単連モアを取り付けて行っていた。

（当地では 5回刈り取り作業を行う） 

 いつも 3 度に分けて刈る。2 度目を刈っていて、切り境（石が多い段差のあるところ）

にさしかかり、右の後輪が石に上がり横滑りをおこし、トラクター・作業機もろとも、270

度回転して、身体が投げ出された。 

 気がついたら、トラクターは右後輪を上にして斜面上で停止し、自分は後輪近くで斜面

方向に向かい右足は伸ばして、左足は立て膝状態で座っていた。右脛骨がきれいに折れて

いたので、作業機が当たったものかもしれない。 

 隣家の息子さんと親父さんが自宅近くで稲はせを作っていて、ガガガと大きな音がした

ので、すぐ駆けつけてくれた。トラクターを３人（事故当事者本人と隣家の親子）で 90

度斜面方向に倒し、普通の状態に戻した。 

 自宅には妻と娘（病院の看護師、当日敬老会の手伝いのため、偶然自宅にいた）がいた。

娘が病院まで運転して連れて行ってくれ、９時前に到着。外科医は当直明けであったが、

すぐ診てくれた。右脛骨幹部骨折、骨盤（寛骨）不完全骨折（２カ所）で、手術は４日後 
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にした。通院 4日。入院 49日、通院

中。現在も右足を曲げると痛む。 

 

＊事故原因 

 当日は敬老会のある日だった。牧

草の作業は休日のみ。 

 この傾斜草地は、20 数年借用して

いる土地で、石がこの場所にあるの

は分かっていた。いつものように、

もう少し大回りすれば、事故にはな

らなかったと思っている。慣れは恐

ろしい。また、ヘルメットは付ける

べきだと思った。 

 

 

 

（４）マニュアスプレッダー 

 

⑧マニュアスプレッダーのコンベアをゆっくり動かしつつ、掃除をしていて、後ろの 

 回転しているビーターに引っかかり、投げ飛ばされた 

           （平成23年10月 11時頃、ビニールハウス内、男性・43歳） 

 ビニールハウス内で、マニュアスプレッダで土と肥料等を混合してビートの播種床用培

土を作る作業を終えた後、トラクタのエンジン回転速度をアイドリング状態にしてマニュ

アスプレッダを動かしたまま、荷台に載ってスコップで土を掻き落としていた。機体後部

に背を向けて、機体の前の方から後の方に順次作業していき、機体後部に達したところで

身体をかがめた瞬間、

被害者の尻が回転して

いるビーターに接触、

引っかかって 後方に

投げ飛ばされた。落下

したのが培土の山の上

だったため、打撲は受

けなかったが、ビータ

ーが左脚頸部を繰り返

し傷つけた。 

 携帯電話で父親に連

絡して救急車を呼んで

もらい、病院で手術を

受けた。今でも、一日
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に２～３回くらいピリッとした痛みが走る

後遺症が残っている。左脛部切傷および骨

にヒビ、入院３週間、通院６カ月。また、

いまだに恐ろしくて当該機械には近寄るこ

とができない。 

 

＊事故原因 

 昼食直前で空腹状態であり、早く作業を

終わらせようと気が急いてでおり、機械を

動かしながら清掃作業を行ってしまった。

なお、ビーターが危険であることは認識して

いたが、「気をつけていればいいか」程度の

認識であった。 

 機体後部に背を向けて作業していたことも

あり、清掃作業に集中するうち、危険部であ

るビーターの存在を忘れてしまった。事故以

降、機械の清掃作業は必ず動力を止めて行う

ようにし、当該機械の清掃作業は父親に頼ん

でやってもらっている。 

 

 

 

⑨傾斜草地で堆肥散布中、下り斜面を徐行けん引していたマニュアスプレッダーに 

 押されてブレーキが利かなくなり、ジャックナイフ状態で転倒。 

               （平成20年 9月 午後1時頃、牧草地、男性・39歳） 

 トラクター（108PS、四輪駆動、事故当時の使用年数 6年）でマニュアスプレッダー（最

大積載量 8.6t、自重 2.37t、事故当時は導入初年度）をけん引して、傾斜草地に堆肥を散

布する作業を行っていた。草地の外周部を左側から登坂しながら散布作業を行い、頂上部

でエンジン回転速度を落とし、右に旋回した。下り傾斜がきつく見えたため、そこを降り

るかどうか躊躇しているうちに加速し始めたのでブレーキをかけたがスリップして利か

ず、マニュアスプレッダに押されジャックナイフのように「くの字」状態になり、進行方

向左側の草地外へ向かって２回転した後、横倒しになった。 

 マニュアスプレッダーは、トラクタの転倒時に連結が外れ、さらに下方の草地外の立木

に衝突して止まった。転倒時、マニュアスプレッダーには半分ほど堆肥が残っていた。 

 転倒時にシートベルトはしておらず、キャビン中であちこちに身体をぶつけ、特に尾て

い骨の痛みが強かったが、大事はなかった。トラクターが２回転する大事故であったにも

かかわらず、病院にも行かずに済んだのはキャビンの効果に他ならない。 

 トラクターから自力で這い出して、携帯電話で農機販売店に連絡を取り、機械の回収を

依頼した。後日、業者の重機でトラクターとマニュアスプレッダーを引き上げてもらった。 
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＊事故原因  

 トラクターがスリップした斜面は草地の

外周部であり、傾斜度が 15～35°と急激に

増している箇所であった。また、事故の前

日は雨が降っていて、草地が滑りやすい状

態だった。 

 当該マニュアスプレッダにブレーキがな

かった。さらに大型でないとブレーキは付

いていない。また、タイヤの表面はほとん

どツルツル状態で摩擦抵抗がほとんど生じ

ることは考えられず、一旦滑り出すと制動

が全く効かず、坂道での使用を前提として

考えられていないようである。 

 なお、この事故は当該マニュアスプレッ

ダ導入初年度のことであり、現場草地での

作業に慣れていなかった。事故以来、現場

の草地外周部では作業を行わないことにし

ており、その手前の傾斜が比較的緩い部分

だけで牧草生産を行っている。いまだに現場に近づくと事故当時の記憶が蘇り、怖くなる。 

 

 

（５）ロールグラブ 

 

⑩ロールを運び、ロールのラップを外して体を起こしたとき、運搬に使ったロール 

 グラブに頭をぶっつけ、頭部打撲、裂傷 

              （平成24年 4月 午後5時頃、牛舎近く、男性・75歳） 

 夕方の給餌のためロールベールをロールグラブで挟んで下ろし、ロールをカッターで切

って 1周しながら切り終わり、体を起こし、頭を上げたら、グラブが十分に上げてなかっ

たので、グラブを支える支柱の出ている角に頭を思い切りぶつけた。ぶつかった支柱の高

さは約 150cm。 

 帽子は被っていたが普通の帽子だけ。ぶつかった当座、一瞬気を失った。多分倒れたと

思うが、気がついたときは座っていた。この間 10 分くらいだろうか。 

 頭から血が吹き出していた。夕方５時を回っていたので奥さんに病院に電話して受診が

できることを確認して、約 20分かけて自分で運転して病院へ行った。傷口を見た医者に、

「なぜ救急車を呼んで来ないのか」、と怒られた。傷口の長さは 11.5cm、消毒をし縫って

もらった。頭の骨折はなかったが頭蓋骨が見えていたとのこと。2 週間、毎日ガーゼ交換

に通った。 
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＊事故原因 

 ロールグラブでロールべールを図の位置（ロールのある所）に置いて、グラブを外して

グラブを上げて、ラップをカッターで 1 周して切り終わった時、グラブが十分に上げてな

く、体を起こした直上にグラブがあり、頭を激突。グラブを十分に上げておくか、ロール

グラブをよけておくべきだっ

た。 

 畜産関係では、常に高さ、危

険物の配置を改めて見直し、自

分なりのハザードマップを描い

ておくことが必要と考えられ

る。 

 また、ヘルメットの着用も考

える必要があると思われる。ご

本人に「ヘルメットを着用した

ら、牛は驚きますか」と質問し

たところ、「多分最初は驚くと

思うが、慣れだろうね」とおっ

しゃった。 

                                      ラップをカッターで１周して切り終わったと思って、体を 

                                      起こした位置に、グラブを支える支柱があり、頭を激突、 

                                      一瞬気を失い倒れた。気がついたときは、座っていた。 

 

 

（６）施設周り 

 

⑪新しく設置した足洗い場につまずき、フロントローダーに頭をぶつけた 

              （平成23年 3月 5時半頃、畜舎前の庭、男性・62歳） 

 １週間前に奥さんが子牛に

押されて左前腕を骨折し、ヘ

ルパーさん１人を雇っていて

作業を焦っていた。早朝５時

半頃、まだ夜明け前、清掃を

して給餌作業に移ろうと、牛

舎の外を走って回り、牛舎の

角に置いてあった、コンクリ

ート片の角から 40cm のとこ

ろに足を引っかけた。つまず

き、たたらを踏んで、3.9ｍ先

のフロントローダーのバケッ



- 176 - 

ト部分に、正面衝突しようとし

たので、慌てて体を丸め、よじ

って避けようとしたが、バケツ

側面に肩、角に左顔面の額部分

が激突した。ぶつかった時「ゴ

ーン」という音がした。 

  なお、２日前に息子さんが牛

床のコンクリートを切り取って

牛舎の角に足洗い場を作ってく

れていた。（厚さ 15cm、1.3m×

2.0m）、朝の暗い場所であり、

まだ２日しかたっておらず、慌

てていたので、洗い場用のコンクリートが置いてあることを失念していた。 

 帽子は普通の帽子をかぶっていた。ぶつかった後血が滴っていたので、家に戻って息子

の嫁を呼んだが、その第一声が「この忙しいときに」と言いながらみると、頭から血がし

たたっていたので、「きゃー」と救急車を呼んだ。その時携帯電話を携帯していることを

忘れ、家の電話で救急車を呼んだ。 

 救急車が自宅に来るのに 20分、病院へは 10 分で到着した。頭を 20 針縫った。翌日、肩

が上がらなかった。頭だけでなく、肩も強く打ったようだ。再度受診して MRIをとった。

とくに異常はなく、軽いむちうち症と診断された。 

 

＊事故原因 

 奥さんが怪我をしていて、ヘルパーさんを雇っていることもあり、作業を焦っていた。 

 清掃から次の作業に移るとき、牛舎の外を駆け足でかけて、次の作業に移ろうとした。

暗いために、前々日息子が設置してくれた「足洗い場」の存在を忘れてしまっていた。何

もないと思ってかけていただけに、つまずいた反動も大きく、勢い余って大けがになった

と考えられる。 

 感知式ＬＥＤランプのように、人の

気配を感じて点灯するライトの設置が

必要ではないか。牛はいろいろなこと

に敏感だというので、その負担も考慮

しなければならないが。 

 また、ヘルメットの着用について、

牛の反応を見つつ、考慮してもいいの

ではないかと考えられた。 

 

コンクリートブロックに躓き、たたらを踏み、そのままフロントローダー
に激突すると思い、体を丸めたが、頭部、方をバケットに激突


